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1･ エネルギー分散型X線回折法による不規則二元合金の散漫散乱測定

岩 田 仁 志

白色X線SSDを用い,エネルギー分散法による測定を行なえば,逆格子空間の原点から伸

びる直線上の領域を一度に測定することができる.この方法を,強力な白色X線源であるSOR

光に応用すれば,弱い散漫散乱を短時間で測定することができると思われる｡本研究では,二

元合金系のS.R.0.による散漫散乱の測定を迅速化する目的で,不規則Au4Mnを用い,エネ

ルギー分散法による散漫散乱の測定を試みた｡また,得られた結果には,最小二乗法を適用し,

S.R.0.パラメーターの解析を試みた.その結果,充分な分解能で,過去のAu｡Mnに対する

結果とよく一致する,逆格子空間での三次元的な強度分布,及び,S.求.0.パラメーターが得

られた｡ しかし,強度の絶対値化が困難であるなど, いくつか問題点があることがわかった｡
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